
     

 

 

大阪府消費生活センターでは、平成 3 年度か

ら毎年、多くの府民の方々に消費者問題につい

ての理解を深めていただくため、消費者団体、

事業者団体、行政等、多様な主体が連携し、消費

生活に関するさまざまな情報をわかりやすく提

供する、府民参加型イベント「大阪府消費者フ

ェア」を開催しています。 

 

令和 5年度は会場とウェブ配信で開催 

 

新型コロナウイルス感染症が５類感染症に移

行したことから、「大阪府消費者フェア 2023」

は咲洲庁舎 1 階フェスパでの会場開催とウェブ

配信の併催となりました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（消費者フェアチラシ表紙） 

 

6月に開催した「大阪府消費者フェア 2023実

行委員会」において、今年度のテーマは「楽しく

学ぼう！大阪府消費者フェア 2023～見直しませ

んか？消費のあり方～」に決定しました。 

SDGｓへの関心の高まりや、物価高騰など社会

環境の変化は、私たちの生活に大きな影響を及

ぼしています。その一方で、私たちの消費生活

が環境や社会にも影響を与えています。そのよ

うななか、大阪府消費者フェアにご参加いただ

くことで、暮らしに役立つ情報やヒントを見つ

け、環境や社会にやさしい消費生活を実施する

ためのヒントを得るきっかけにしていただけれ

ばという思いが込められています。 

久しぶりに開催された会場では、消費者団体

による活動紹介や、日頃の研究成果のパネル展

示、手づくり作品のコーナーや事業者団体・行

政等による体験コーナーなどに、楽しくご参加

いただきました。 

会場の各コーナーの参加人数は、延べ 2,097

人で、消費者フェアのウェブページの閲覧数は

ウェブ講演会の参加人数 40 人を含めて延べ

2,156 人にご参加いただき、合計 4,253 人の方

に“楽しく学んで”いただきました。 

 

ウェブ講演会の開催 

  

10 月 23 日（月）14 時から 15 時 30 分ま

で「見直しませんか？消費のあり方 

 ～私たちの未来のために、エシカル消費～」

のテーマで、椙山女学園大学の東珠実教授に

よるウェブ講演会を開催しました。エシカル

消費をキーワードとして、身近な商品を事例

にご講演いただきました。私たちの消費が社

会に与える影響について多面的に考えるきっ

かけをいただきました。 

 

会場参加者数（延べ）2,097人 ウェブ閲覧者数（延べ）2,156 人！ 

 

人！ 

楽しく学ぼう！大阪府消費者フェア 2023 開催報告 

 

人！ 



 

   久しぶりに会場でのリアル開催 

 

10月 28日（土）11時から 15時まで、大阪 

府の咲洲庁舎 1階のフェスパにて、開催しまし

た。本格的な会場開催は 2019 年以来となりま

す。消費者団体の紹介を始め、各団体の研究成

果の発表の場としての「パネル展示」や、消費

生活の見直しにつながるエコな「手づくり作品」

にチャレンジするコーナー、大阪府や事業者団

体、大阪府が若年者への消費者教育の担い手と

して育成している「大阪府消費者教育学生リー

ダー会」が発信する消費生活に役立つ情報など

を展示・紹介しました。また、もずやんも参加

して、大きく盛り上がりました。 

さらに会場では、アンケートにご回答いただ

いた方に、オリジナルもずやん缶バッジをプレ

ゼントし、抽選にも参加いただき、もずやんグ

ッズや暮らしに役立つ商品などをお持ち帰りい

ただきました。久しぶりのリアル開催は大好評

でした。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（消費者フェア会場の様子） 

 

31団体によるウェブ配信プログラム 

 

今年度は 10月 13日（金）から 11月 5日

（月）までの間、消費者団体・事業者団体・行

政等が調査・研究した消費生活に役立つ情報と

して「知っとこ情報」のウェブプログラムを配

信し、多くの方にご覧いただきました。 

また、ウェブでもアンケートを実施し、回答

いただいた方の中から抽選で 10名に、もずやん

グッズを含む暮らしに役立つ商品を記念品とし

て贈りました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（ウェブ配信トップページ） 

 

 

47団体が「大阪府消費者フェア 2023」に参加 

 

 消費者団体 19、事業者団体・行政 28団体にご

出展いただきました。 

 今年は X やメールマガジン、大阪府公式

Facebook等でも周知し、加えてチラシも大きく

見やすくするために A3 二つ折りで作成するな

どの工夫をいたしました。その結果、たくさん

の方にご参加（閲覧）していただくことができ

ました。 

今後も、消費者市民社会の構築に向けて、府

内市町村や消費者団体、事業者、大学生など、多

様な主体と連携しながら、消費生活に関する情

報をわかりやすく提供できるように努めていき

ます。 

 最後に、フェアの開催に当たりご協力いただ

いた皆様に心から感謝申し上げます。 

 

（大阪府消費生活センター） 


